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1 はじめに
WWWの普及に伴い、今日ではWWWを用いたシ
ョッピング（以下、インターネットショッピング）は
当たり前に利用されている。インターネットショッピ
ングでは店頭での買い物と比べ、いつでも利用出来る
ことや品揃えが良いなどの利点がある。またインター
ネットショッピングでは、様々な条件での検索機能を
用いて、欲しい商品を探すことが出来る。
一方、店頭では、商品を直接見たり触ったり出来る
ことや、店内を歩き回ることで思いもよらぬ商品の発
見が可能である等の利点がある。
本研究では、従来のインターネットショッピングの
欠点を補い、店頭販売の利点を取り込めるインター
フェースの提案、ならびに実装を行う。
2 従来型インターネットショップの
欠点
既存のWWW上のショップ（以下、インターネット
ショップ）に足りない要素を以下に挙げる。
既存のインターネットショップでは、店舗という空
間の概念はなく、複数のウェブページとリンクによっ
て構成されている。多くの場合、トップページからリ
ンクをたどって商品のページにたどり着くことになる。
既存のウェブページベースのインターネットショップ
では、図 1に示す構造になる。トップページからの本、
音楽 CD、DVDといった商品のジャンルごとのページ
へのリンクが張られる。ジャンルごとのページからは
さらに細かいジャンルのページや商品のページへジャ
ンルごとのページへのリンクが張られる。
この様な従来型のインターネットショップの構造は
以下に挙げるような欠点を持つ。
² ジャンルの階層を掘り下げるごとにリンクを探
してクリックをせねばならず、ユーザに負担を強
いる。
² インターネットショップの店舗構造を記憶するに
は階層を木構造で記憶せねばならず、習熟が難
しい。
² 最終的に表示される商品群は、最後に選択した
ジャンルに属するものだけで構成され、思いがけ
ない商品の発見の機会に乏しい。
² 多くのインターネットショッピングでは商品群を
縦一列に並べて表示している。商品の属性をテー
ブル上に表示している場合は商品の比較が用意
になるという利点があるが、そうでない場合には
ユーザは視線を縦に動かさねばならず、またスク
ロールが必要となる回数が増えるため負担が大き
くなる。
これらの欠点のいくつかについては複数のインター
ネットショップで独立に行われている。まず、思いが
けない商品の発見についての改善例を挙げる。
Amazon[1]では、ユーザの行動履歴を参照し特定の
商品にちなんだ別の商品を提示している。具体例とし
てはある商品をカートに入れた際に、その商品を購入
した別のユーザが購入した別の商品を提示し新たな商
品の発見を助けている。また、個別の商品のページに
おいても同様に、その商品を購入した他のユーザが他
にどのような商品を購入しているかを提示している。
これらの商品の提示はウィッシュリスト（ユーザごと
に作成できる「現在どんな商品を欲しているか」のリ
スト）に商品を追加した時点などあらゆるタイミング
で行われる。また、これとは別にユーザがアカウント
を作成すると、Amazonのトップページはユーザ専用
のものに変更され、現在カート・ウィッシュリストに
図 1: ウェブページベースのインターネットショップの構造
登録されている商品に関連した商品や、過去の購入履
歴から購入したものに関連する商品を提示している。
インターネットショップとはやや異なるが動画共有
サイト、ニコニコ動画 (RC2)[2]においても思いがけ
ない発見を提供する試みがなされている。Amazonと
同様に提供される動画を試聴した別のユーザが他に
どのような動画を試聴しているかの情報を提供し、関
連する動画の発見を助けている。また、タグと呼ばれ
るユーザが自由に登録できるメタデータを使用した検
索を提供している。このタグ検索により、テーマの関
連する動画を見つけ出すことができ、また多数のユー
ザにより設定されるため思いがけない動画に出会う可
能性を提供する。多く利用されるタグは、ニコニコ動
画 (RC2)のトップページに「おすすめキーワード」と
して提示される。またニコニコ市場 (β)[3]のデータ
ベースと連携し、ユーザが試聴している動画に関連す
る商品の提示も行っている。関連する商品はニコニコ
動画 (RC2)のユーザが自由に追加することができる。
ニコニコ市場 (β)のサイトにおいてはニコニコ動画
(RC2)とは逆に商品を中心とした情報提供を行い、関
連した動画を提示するといったサービスを提供してい
る。ニコニコ動画 (RC2)、ニコニコ市場 (β)のどちら
も、ユーザは特定の動画・商品を求めてサービスを利
用するという機会は少なく、そのような検索機能も乏
しいが、その分だけ思いがけない情報の発見に重点を
おいてサービスを提供している。
次に商品の表示方法についての改善例を挙げる。一
般的なインターネットショップではジャンルのリンク
をたどり、最終的な子ジャンルを検索キーとした検索
結果の商品群をそのジャンルに属する商品として表示
する。この際、多くのインターネットショップでは商
品を縦一列に表示するが、そうでないインターネット
ショップも表れてきている。The Apple Store (Japan)[4]
や、ニコニコ動画 (RC2)では商品・動画の一覧表示を
縦一列ではなく縦二列、ないし縦三列で行っている。
図 2に The Apple Store (Japan)における商品群の提示
例を示す。商品の一覧を表示する際に、提供すべきメ
タデータが少ない場合や、詳細は個別のページで表示
した方が良い場合、メタデータを表組みにして商品の
比較を行う必要がない場合はこの方法が有効である。
画面をスクロールする必要量が減りユーザの負担が軽
減する。また経験的にあるものの情報を提供する際に、
縦または横に長いものを一つのものとして意識しつづ
けるのは負担が多い。そのため、商品群を提示する際
には適切な「小ささ」で必要十分な情報を提供するこ
とが重要である。
ジャンルの階層の掘り下げや、店舗構造の記憶につ
いては現在、大規模なインターネットショップでは検
索機能を商品を探す第一の手段として提供することで
解決している。しかしながら小規模・中規模の店舗の
場合、検索機能が提供できなかったり、階層を掘り下
げることを第一の機能として提供したい場合がある。
細かいテキストリンクの群から目的のリンクを捜し出
すことや、テキストリンクの位置を階層ごとに記憶す
ることはユーザにとって負担が大きい。この点につい
ては解決が必要であり、より目的のジャンルを見つけ
やすく、より階層構造を記憶しやすい店舗構造の提示
を行わなければならない。
3 新たなインターフェースの提案
本研究では、インターネットネットショッピングに
おいても実際に店内を歩き回るような体験ができるイ
ンターフェースを提案する。我々の提案するインター
図 2: The Apple Store (Japan)における商品一覧の例
フェースでは、店舗を地図のように表示し、地図をス
クロールすることによって店内を歩き回るような体験
を提供する。提案するインターフェースの構造を図 3
に示す。
店舗の商品配置、およびそのジャンル分けを地図の
ように 2次元に配置して表す。店舗には複数の商品が
存在し、それらには店舗における位置座標が与えられ
る。実際の店舗と同様に、ジャンルの同じ商品は近く
に配置され、地図の拡大・縮小によってジャンルの階
層の深さを移動することができる。地図の拡大・縮小
は主にマウスホイールを用いて行う。ある程度以上に
規模が大きくなれば、一画面に店舗全体を表示するこ
とはできなくなる。そこで画面にはユーザの現在位置
の近辺を表示する。ユーザは店舗の地図をスクロール
させることで視点を移動し、興味のある商品を見つけ
その情報を表示させることができる。視点の移動は主
にマウスのドラッグ・ドロップを用いて行う。商品の
配置は、実際の店舗と同様にジャンル別にまとめて配
置する。
このようにジャンルの階層と商品の配置をユーザに
提示することで先に挙げた従来型のインターネット
ショップの欠点を改善する。まずジャンルの階層を掘
り下げる操作であるが、これは地図の拡大縮小で行う。
この操作は提示されるジャンル名の付近にマウスカー
ソルを近づけマウスホイールを回転させるだけでよい。
また階層構造の記憶はすべて 2次元空間における配置
を記憶することになるので、日常生活における諸々の
配置の記憶と同様であり記憶の負担を減らすことがで
きる。
商品の提示はすべての商品が同一の平面上に配置さ
れ提示される。それぞれの商品はジャンルごとにまと
められており、ジャンル自体も階層構造により似通っ
たジャンルが空間的に近くに配置される。隣接するジャ
ンルへのアクセスもスクロールによってスムーズに行
える。このことにより、ある商品を見ている際に同じ
ジャンルの商品、隣接するジャンルの商品を目にする
機会をユーザに提示することができる。
個別の商品の表示は縦横比 4:9の比較的長さを感じ
させない形状で行った。このことにより一画面に提示
できる商品の数を増やし、かつユーザが一つ一つの商
品を見る際の視線の移動を小さくした。一つの商品を
表示するのに画面の横幅を占有し縦一列に提示する方
法よりユーザが画面を見渡す際の負担が小さくなると
考えられる。
図 4にインターフェースを実装し、実際に拡大操作
を行っているスクリーンショットを示す。
図 3: 提案するインターフェースの構造
図 4: スクリーンショット
4 実装
提案するインターフェースが有効であるか評価する
ために、実装を行った。本研究では、実装の初段階と
して書籍店の実装を行った。書籍店はインターネット
ショップとしてオーソドックスであり、またジャンル
分けが簡易であると考えられる。
以下に実装にあたってのシステム構成、およびクラ
イアント・サーバ・店舗管理ソフトウェアの要求項目
などを記す。
4.1 システム構成
実装環境を表 1に示す。また実装の構成を図 5に
示す。クライアントサイドの店舗インターフェースに
は、ウェブブラウザ上で動作させることの出来るAdobe
Flash CS3[5](以下、Flash)を用い、実装言語にはAction
Script 3を使用した。商品の配置や検索といったサー
バサイドの実装には PHP[6]を用いる。クライアント
は、サーバから商品の配置に関する情報や商品情報を
取得する。これらの情報は XMLを用いて転送する。
本章ではクライアントサイド、サーバサイドにおい
て必要になる機能とその実装について記す。
また、本研究にて提案するインターフェースを運用
実装方法 用途
Flash(ActionScript 3.0) 店舗インターフェース
(クライアント)
PHP5 商品の配置，商品の検索
(サーバ)
DB(PostgreSQL) 商品情報の保存
表 1:システム構成要素
するには店舗情報 (ジャンルの階層構造や、ジャンル・
商品の配置構造)を構築するソフトウェアも必要であ
る。現時点で実装は完了していないが、これに対する
要求についても本章で記す。
図 5: 実装の構成
4.2 店舗構造を表す XML
店舗構造は以下の 3種類の XMLで構成される。
² ジャンルの階層構造を表す XML
² 書架の情報を表す XML
² 個別の商品の情報を表す XML
ジャンルの階層構造を表す XMLはジャンルの親子
構造を保持する。ジャンルの親子構造の末端には書架
の IDを持つ要素が挿入される。
書架の情報を表す XMLは、書架に入る個別の商品
の情報の概略が記述される。
個別の商品の情報を表す XMLについては、独立し
た店舗を立ち上げる場合に必要になる。今回の実装で
は個別の商品の情報については Amazonのデータベー
スを利用したため、設計・実装は行っていない。
4.3 クライアントサイドのFlashによる実装
クライアントサイドの実装は Flashにより行った。
JavaScriptによる実装も検討したが、現時点で容易に
インタラクティブなインターフェースを実装できるフ
レームワークの標準が確立していないため Flashを選
択した。
クライアントサイドに要求される機能は以下の通り
である。
² 店舗のページがロ ドーされた際に店舗構造を表す
XMLを取得し、ジャンル・商品の表示要素 (Flash
における表示コンポーネント)の構築を行う。
² ユーザの操作にしたがい、拡大・縮小、スクロー
ルを行う。
² 拡大・縮小がジャンルの一番深い層に到達した際
に個別商品の表示を行う。
² 個別の商品のクリックにより、商品の詳細情報を
表示する。
店舗のページがロードされた時点で、店舗構造を表
すXMLの取得を行い、表示要素の構築を行う。店舗構
造を表すXMLの取得には Flashに組み込まれたHTTP
通信機能を用いた。店舗構造を表す XMLを取得した
後、クライアントサイドではジャンル・商品の表示要
素を構築する。表示要素は親子構造を持ち、あるジャ
ンルの表示要素の下に子ジャンルを、その子ジャンル
の下に孫ジャンルを追加していくことで全体的な表示
構造を構築していく。ジャンルの末端には書架の表示
要素が追加される。個別の商品の表示要素については
この時点では構築を行わない。個別の商品の数は多く、
また画像情報も含むため店舗のページがロードされた
時点で、一斉に情報の取得と表示要素の構築を行うと
操作に対するレスポンスが極端に定価してしまうから
である。
ユーザの操作による拡大・縮小、およびスクロール
は Flashの幾何変換の機能を使用した。Flashのフレー
ムワークを用いてマウスホイールイベント、ドラッグ・
ドロップイベントを補足し、幾何変換の実行を行う。
この際、それぞれの拡大率において見えるべき階層
のジャンルを表示させ、隠すべき階層のジャンルを非
表示とする実装を行った。また、拡大率による表示さ
れるべき階層の変化において拡大率に中間層を設け、
中間層では現在表示すべき階層の一つ下の階層のジャ
ンルを透過表示できるように実装した。これにより、
ユーザが拡大操作を必要以上に行う前に現在表示され
ているジャンルの下にどのようなジャンルが存在する
かを確認することができるようになった。
マウスホイールによる拡大率の変化は線形ではなく、
指数関数的に変化させた方が自然な操作を提供できた
ことは発見である。Googleマップ [7]やMapion[8]な
どの実際の地図サービスにおいても縮尺の変化は指
数関数に近く、ユーザに対して拡大・縮小のインター
フェースを提供する場合はこのような変化率を与える
のが適切であると考えられる。
拡大操作により、表示している階層が末端の書架の
階層まで到達した時点で、現在表示されている書架が
保持する個別商品の情報の取得を行う。この様にする
ことで、HTTPによる商品情報の取得のコネクション
を最低限表示に必要な量に抑えた。
個別の商品のクリックにより商品の詳細情報を表示
する機能は、現在は Amazonの個別商品のページを表
示するように実装している。これについては将来的に
は Flashによる表示を実現したい。
4.4 サーバサイドの要求
サーバサイドに要求される機能を以下に挙げる。
² ジャンルの階層構造を表す XMLの提供
² 書架の情報を表す XMLの提供
² 個別の商品の情報を表す XMLの提供
今回の実装ではサーバサイドのソフトウェアの実装
が間に合わず、オペレーティングシステムのファイル
システムを利用した XMLの提供に留まった。
ジャンルの階層構造を表す XML、書架の情報を表
す XMLは (実際の書籍店の構造が頻繁には変化しな
いように)比較的静的なデータである。したがってこ
れらのデータは一度構築してしまえば、サーバサイド
ではファイルシステムによる提供を行えばよく、デー
タベースを用いて動的に生成する必要はない。
個別の商品の情報を表す XML については今回は
Amazonが提供するデータベースのデータを利用した。
独立した商品データベースを構築する場合には商品管
理・流通も含めた領域での慎重な実装が必要であるが、
本研究の範疇を超えているためここでは議論しない。
4.5 店舗管理ソフトウェアの要求
現在は、店舗情報にかかわる XML はテキストエ
ディタにより作成している。この作業は、編集してい
る XMLと実際にクライアントサイドに表示される形
との関連がつかめず管理者の負担を伴う。この負担を
軽減するには WYSIWYGによる店舗管理ソフトウェ
アの作成が必要である。
具体的には WYSIWYGによるジャンルの階層構造
の作成機能、個別商品のデータベースを検索して書架
に追加する機能が必要である。現在は構想の段階であ
るが、Flashによる実装を行い、ユーザからの店舗の
見えと管理者からの店舗の見えが同一になるような実
装としたい。想定している作業のフローは以下のよう
になる。
² サーバから店舗情報の XMLを読み込み、現在の
店舗の構造を表示する
² 管理者からの操作により、インタラクティブにジャ
ンルの階層構造を操作する
² 個別商品のデータベースから商品を検索し、書架
に商品を追加する
² 変更した店舗構造から XMLを生成し、サーバに
アップロードする。
このような操作の流れを管理者にわかりやすく提供
したい。
5 将来的に実装したい機能
今期間の研究では、提案すべきインターフェースの
基本的な部分の実装に留まった。将来的に追加したい
機能として特に今回の提案と強く結び付くものを以下
に挙げる。
5.1 ナビゲーション機能の強化
今回の実装では、ジャンルの深い階層まで拡大する
と、周辺にどのようなジャンルがあるか認識しづらい
状況が発生した。画面周辺に周囲に存在するジャンル
をバルーン表示したり、実際の地図における広域図を
画面端に表示したりすることによって店舗構造の把握
をよりわかりやすくする必要がある。
5.2 検索機能の強化
今回、提案したインターフェースでは店舗を探索す
る楽しみを提供するには適しているが、特定の商品を
捜し出すには検索機能の実装が必要である。データの
検索自体はデータベースの機能により容易に実装でき
ると思われるが、表示方法については今回のインター
フェースに適したものを考える必要がある。検索結果
により、店舗の構造を変化させる (表示する商品を検
索にヒットしたもののみに絞りこむ)ことはユーザに
混乱を与える。別の画面に検索にヒットした商品のリ
ストを表示するだけでは、今回のインターフェースの
良さがいかせない。そこで、別の画面に検索にヒット
した商品のリストを表示しつつ、店舗地図上にヒット
した商品の位置を示すマーカーを表示するという機能
を将来的に実装したい。また、商品のリストを操作す
ることで、検索にヒットした商品の位置へ適切な拡大
率で移動し、周辺の商品も提示できるような機能とし
たい。
5.3 演出の強化
今回の実装ではジャンル・書架の背景色は単一であっ
た。これはユーザがジャンル・書架を区別するのには
不便である。ジャンルの階層構造を表す XML、およ
び書架の構造を表す XMLにおいて背景色、背景画像
を指定することによってユーザにとって見分けのつけ
やす店舗の表示を実現したい。
また、拡大・縮小や検索した商品への移動などのア
クションごとに、視覚的演出を増やし店舗を探索する
楽しさをユーザに提供したい。
5.4 その他の機能
その他、今回提案したインターフェースとは直接か
かわらないが将来的に実装したい機能として、立ち読
み機能や Amazonとの連携等が挙げられる。立ち読
み機能は書籍の内容を読めるようにする機能で、イン
ターネットショップ特有の問題を解決する。また今回の
実装において Amazonの商品データベースを利用した
が、Amazonが提供するデータは個別の商品の情報に
留まらず、先に挙げたユーザの行動履歴による推奨商
品などの情報も提示している。将来的に個別商品の情
報提示も Flashにおいて完結させ、豊富な情報をユー
ザに提供できるような実装を行いたい。
6 地図的表示・地図表示による情報
提供の可能性と問題点
本研究では、インターネットショップに目的をしぼ
り、情報の地図的な表示インターフェースについて提
案した。Googleマップによるインタラクティブ性の高
い地図情報の提示手法の登場以来、地図的表示・地図
表示による情報提供の手法の開発が盛んである。
Googleマップは単なる地図表示に留まらず、検索地
名に該当するページへのリンクを地図上に表示するな
ど様々なサービスを提供している。また maplog[9]や
地図ログ [10]などでは、Googleマップに似た地図表
示のインターフェースを提供しつつ、表示されている
地図の領域に含まれる地名に関連するブログ記事を検
索するというサービスを提供している。同様の手法に
より、表示されている地図の領域に含まれる地名に関
連する商品 (特産品や旅行ガイド )を提示するという
サービスも可能ではないかと考えている。
一方、現実の地図にとらわれない仮想の地図による
サービスもある。図 6に示す BLOGRANGER TG[11]
は仮想の地図上にインターネット上の複数のブログで
話題になっているキーワ ドーを配置し、位置関係、高さ
表示によりその話題の関連性、活発さを表現してユー
ザに対して情報を提供している。しかし仮想の地図に
よるサービスには、本研究で提案したインターフェー
スにも共通する問題として、ユーザが地図を把握・記
憶する負担が大きいという問題がある。これはユーザ
がどれだけそのサービスを使いたいかという、習熟へ
の欲求を高めることによって解決されると考えている。
オンラインゲームの仮想世界においてユーザは地図を
覚えることを負担とは感じず、ゲームの習熟として楽
しさを感じると思われる。重要なのは、そのサービス
を使うこと自体に楽しさが提供されていることである
と考える。そのためには操作性・演出・提供するデー
タの質と量などあらゆるめんでサービスの質を向上さ
せる必要がある。
7 結び
本研究ではインターネットショップの新しいユーザ
インターフェースとしてジャンル・商品の地図的な表示
手法を提案し実装した。提案した手法はテキストリン
クを掘り下げる負担、テキストリンクの階層構造を記
憶する負担を軽減すること、ユーザに店舗を探索する
図 6: BLOGRANGER TG
楽しみを提供することが目的であった。実験を行う期
間がとれず、実際の効果を検証することができなかっ
た。これについては今後の課題としインターネット上
での実運用を行うことで評価をしたい。また同様に今
後の課題として、今期間に実装できなかった項目を実
装し店舗を探索する楽しみをより多く提供できる機能
を強化したい。
本研究で提案した表示手法は、今回実装した書籍店
だけではなく、様々なウェブ上の店舗に応用すること
が出来る。商品の種類が豊富で、店舗に足を運ぶまで
利用者が商品を把握することが難しい電化製品店や
ホームセンターの様な店舗には特に有効であると考え
られる。また、音楽 CDショップでは、商品の試聴機
能を実装することで実際の店舗よりも気軽に利用出来
るようになるだろう。今後は徐々に商品の種類を増や
していき、提案したインターフェースがインターネッ
トショップのどのようなジャンルにおいて有効なのか
を実地評価していく予定である。
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